
第49 回大 会〕

教　育 ６月１日（日）第Ｎ会場　9 :15 ～ｎ:39

教　　育

2Na-1　　　 高校生を対象とした生活情報環境と情報化社会の認識に関する調査

○今　尚之
(小樽商科大学)

【目的】　 情報化の進展が進みつつある現在，生活における情報活用のリテラシー教育
が学校教育，生涯学習の場で求められている．本研究では教育の対象者が置かれている情

報環境や情報化に対する認識構造を明らかにし，今後の生活情報リテラシー教育の在り方
を考察する基礎資料を得ることを目的としたものである.

【方法】　 高等学校に通学する生徒を対象に，情報環境と情報化社会に対する認識につ
いて，プリコード式により意識調査を行った．情報環境については保有する情報機器や生
活情報として必要としている情報とその情報源・満足度を，また情報化による社会変化へ

の意識と必要となるリテラシーに対する認識について回答を求めた.

【結果】　 パソコン，ワープロを保有する家庭が60% を超え，生徒自身が電話などを保

有する回答も20% を超えるなど家庭への情報処理機器の浸透，コミュニケーションツール
の個人所有化が低年齢層にまで進んでいることが示された．その一方で，パソコンネット
ワークの利用は6% 以下と極めて低く家庭でのパソコンがスタンドアローン環境において
使われていることも分かった．また，情報化社会に対する意識を数量化ｍ類によって構造

化した結果，被験者らは情報化社会の進展を人と人との交流が活発となる，ゆとりや安心

が出る，機械的な社会になるという三つの意識で捉えていることが分かった．さらに，情
報化社会で必要とされるリテラシーについて主成分分析を行った結果，情報そのものの理
解と機器操作の習得について高い関心が持たれているが，意思決定など得られた情報の活

用には余り関心が持たれていないことが明かとなった．

2Na-2　　　　 環境学習支援ソフトウェア『私の家庭・みんなの地球』《学習編》

を用いた環境教育
杉原利治. O 高木紀久子（岐阜大）

【目的】岐阜大学教育学部杉原研究室で開発した、環境学習支援ソフトウェア３部作『私

の家庭・みんなの地球』1)《入門編》《学習編》《実践編》のうち《学習編》を用いて、

中学生、高校生、大学生を対象に環境教育を行い、その学習効果を検討した。

【方法】対象は岐阜県内、愛知県内の中学生(Ill名）、高校生（74 名）、大学生（86 名）であ

る。このソフトウェアを用いて授業を行い、事前に家庭での仕事、環境問題についての考

え、取り組みについてなど13項目の実態調査と、ソフトウェアの内容に即した33問のテス

トを行い、さらに授業直後と一ヶ月後に同一のテストを行った。授業中の各個人のソフト

の進め方やコンピュータの操作方法などソフトの評価についても調べた。

【結果】《学習編》は中学生以上を対象に作成されたもので、オゾン層の破壊や地球の温

暖化など11項目の内容を、任意に選んで学習できるソフトである。テストの成績は、授業

直後、一ヶ月後、授業前の順であり、このソフトウェアによる教育効果がみとめられた。

この効果の要因を探るため、数量化II類を用いた分析を行った。その結果、①家庭での手

伝いや環境問題への関心の有無、②家庭や地域、日本の環境問題への取り組みに対する考

え方、③ソフトの進め方、④ソフトの評価、の４要因が学習効果に関係することがわかっ

た。中学生は特に③、④による影響が大きく、高校生、大学生になるに従って４要因すべ

てが影響するようになるという傾向がみられた。
1 ）杉原利治、日本環境教育学会第６回大会研究発表要旨集(1995 ）, PP158,  178｡
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